
（単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額

　　現金預金
　　　普通預金 熊本銀行　山鹿支店 － 運転資金として － － 36,276,178
　　　定期預金 熊本銀行　山鹿支店 － 運転資金として － － 180,000,000
　　　普通預金(作業収
益)

熊本銀行　山鹿支店 － 作業収益・利用者工賃として － － 4,328,780

　　　普通預金(積立預
金)

熊本銀行　山鹿支店 － 運転資金として － － 1,178

220,606,136
　　事業未収金 (精粋園) － 作業収益･給付費･給付費外等 － － 45,804,286
　　事業未収金 (児童デイあおぞら) － 給付費 － － 4,665,830
　　事業未収金 (通所介護やまたろう) － 介護保険等 － － 2,809,452
　　事業未収金 (一体型共同生活援助) － 給付費･給付費外 － － 3,430,010

56,709,578
277,315,714

　　土地 (精粋園) － 精粋園施設等に使用している － － 49,669,800
　　土地 (一体型共同生活援助) － GHせいすいに使用している － － 4,000,000

53,669,800
　　建物 (精粋園) 1980年度 精粋園施設等に使用している 281,464,390 184,507,666 96,956,724

　　建物 (一体型共同生活援助)
2014年度
2012年度

GHせいすいに使用している
GHレインボーに使用している

48,744,763 13,111,290 35,633,473

132,590,197
186,259,997

　　建物 (精粋園)
2000年度
2013年度
2015年度

精粋園施設等に使用している 3,254,000 1,926,623 1,327,377

1,327,377
　　構築物 (精粋園) － 精粋園施設等に使用している 14,031,072 7,250,765 6,780,307

　　構築物 (児童デイあおぞら) －
児童デイあおぞらに使用して
いる

550,000 119,164 430,836

　　構築物 (通所介護やまたろう) －
老人デイやまたろうに使用し
ている

550,000 119,164 430,836

　　構築物 (一体型共同生活援助) － GHレインボーに使用している 6,487,103 2,139,844 4,347,259
11,989,238

　　車輌運搬具 (精粋園) － 精粋園施設等に使用している 36,996,088 24,781,544 12,214,544

　　車輌運搬具 (児童デイあおぞら) －
児童デイあおぞらに使用して
いる

1,720,000 1,170,552 549,448

12,763,992
　　器具及び備品 (精粋園) － 精粋園施設等に使用している 34,286,000 28,895,605 5,390,395

　　器具及び備品 (児童デイあおぞら) －
児童デイあおぞらに使用して
いる

747,124 505,003 242,121

　　器具及び備品 (通所介護やまたろう) －
老人デイやまたろうに使用し
ている

1,103,467 673,648 429,819

　　器具及び備品 (一体型共同生活援助) －
GHレインボー及びGHせいすい
に使用している

2,513,022 1,931,750 581,272

6,643,607
　　権利 (精粋園) － 精粋園施設等に使用している － － 398,347

398,347
　　ソフトウェア (精粋園) － 精粋園施設等に使用している 533,201 533,199 2

2

　　退職給付引当資産 (精粋園) －
誠和会職員の退職給付に使用
している

－ － 13,473,190

13,473,190

　　長期前払費用 (精粋園) －
精粋園施設等公用車のリサイ
クル料に使用している

－ － 256,280

　　長期前払費用 (児童デイあおぞら) －
児童デイあおぞら公用車のリ
サイクル料に使用している

－ － 12,540

268,820
46,864,573

233,124,570
510,440,284

　　事業未払金 (精粋園) － － － 6,202,789
　　事業未払金 (児童デイあおぞら) － － － 10,260
　　事業未払金 (通所介護やまたろう) － － － 90,125
　　事業未払金 (一体型共同生活援助) － － － 337,452

6,640,626
　　職員預り金 (精粋園) － － － 1,831,215
　　職員預り金 (児童デイあおぞら) － － － 175,347

　　　　　　　　　　　　　　　　　資産合計
Ⅱ　負債の部
　１　流動負債

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計
　　　　　　　　　　　　　　その他の固定資産合計
　　　　　　　　　　　　　　　　固定資産合計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

　 (1) 基本財産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計
　　　　　　　　　　　　　　　　基本財産合計
　 (2)その他の固定資産

　１　流動資産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計
　　　　　　　　　　　　　　　　流動資産合計
　２　固定資産

   1：法人会計

財　　産　　目　　録

平成29年03月31日 現在

別紙5

Ⅰ　資産の部



　　職員預り金 (通所介護やまたろう) － － － 154,279
　　職員預り金 (一体型共同生活援助) － － － 42,702

2,203,543
　　仮受金 (精粋園) － － － 16,479

16,479
8,860,648

　　退職給付引当金 (精粋園) － － － 13,473,190
13,473,190
22,333,838

488,106,446

（記載上の留意事項）

・土地、建物が複数ある場合には、科目を拠点区分毎に分けて記載するものとする。

・同一の科目について控除対象財産に該当し得るものと、該当し得ないものが含まれる場合には、分けて記載するものとする。

・科目を分けて記載した場合は、小計欄を設けて、「貸借対照表価額」欄と一致させる。

・「使用目的等」欄には、社会福祉法第55条の2の規定に基づく社会福祉充実残額の算定に必要な控除対象財産の判定を行うため、各資産の使用目的を簡潔に記載

　する。

　なお、負債については、「使用目的等」欄の記載を要しない。

・「貸借対照表価額」欄は、「取得価額」欄と「減価償却累計額」欄の差額と同額になることに留意する。

・建物についてのみ「取得年度」欄を記載する。

・減価償却資産（有形固定資産に限る）については、「減価償却累計額」欄を記載する。なお、減価償却累計額には、減損損失累計額を含むものとする。

　また、ソフトウェアについては、取得価額から貸借対照表価額を控除して得た額を「減価償却累計額」欄に記載する。

・車輌運搬具の○○には会社名と車種を記載すること。車輌番号は任意記載とする。

・預金に関する口座番号は任意記載とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　固定負債合計
　　　　　　　　　　　　　　　　　負債合計
　　　　　　　　　　　　　　　　 差引純資産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計
　　　　　　　　　　　　　　　　流動負債合計
　２　固定負債


